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徳岡隆夫＊・中　孝仁＊＊・西村貢一＊・D．D．L．PILLAI＊＊＊・石賀裕明＊

Permian　silicic　volcaniclastic　rocks　in　the　Inner　Zone

　　　　　　　of　Southwest　Japan（Part1）

Takao　TOKuOKA，Takahito　NAKA，Koichi　NB宜IMORA，

　　　　　D．D．L．PILLAIand　Hi』roa，ki　ISHIGA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　Silicic　volcanogenic　sedimentary　rocks（predominantly　redeposited　silicic　tuffs　and　very

rarely　lapilli　tuffs）occur　within　Permian（especially　Middle　Permian）strata　in　the

Akiyoshi－Nishiki，Maizuruand　Ultra－Tamba（UT3）terranesofthe　Chugoku　region．These

r・ckshavereceivedverylittlりattenti・n，h・wevertheirexistencehasmaj・rimplicati。ns

f・rinterpretati・n・fthege・tect・nichist・ry・ftheseterranes．1tisgenerallyacceptedthat

aMiddletoLatePermianorogenycalledtheAkiyoshiorHonshuOrogenicMovementoccu．
rred　in　the　inner　side　of　Southwest　Japan．We　propose　that　the　silicic　rocks　described　above

were　the　products　of　a，rc　volcanisms　preceding　this　disturbance．Silicic　tuffs　（mostly

vitric　or　crystal　vitric　tuffs，and　sometimes　crystal　tuffs）are　described　in　deta，il　from

the　Muikaichi　and　Nishiki　areas　of　th芭Akiyoshi－Nishiki　Terrane，Yanahara　area　of　the

Maizuru　Terrane　and　Kozuki　area　of　the　UItra－Tamba　Terrane．Tuffaceous　beds，several

to　tens　of　centimetres　thick（sometimes　attaining　more　than　several　tens　of　metres　in　thi－

ckness）are　interlaminated　with　mudstones　a，nd　argillites．The　constituent　silicic　pyro－

clasts　are　interpreted　to　have　been　transported　by　turbidity　currents　and／or　debris　flows

from　the　flanks　of　adjacent　volca，nic　arcs　into　thick　mudstone　laminated　sequences．The

evidence　suggests　that　sedimentary　sequences　of　a，11three　terranes　received　detritus　from

active　arc　volcanoes　during　Middle　Permian．

1．はじめに
　西南日本の古生界，とくにペルム系と推定されてい

る地層に，しばしば酸性凝灰岩（ごくまれには凝灰角

れき岩あるいは流紋岩質溶岩）が挾有されていること

は，以前から知られていた．たとえば，舞鶴帯ではペ

ルム系舞鶴層群の泥質岩中に薄く成層した酸性凝灰岩

が挾まれているのが中沢（1961）にすでに述べられて

いる．最近では，鈴木（1987）は舞鶴層群および下見

谷層にしばしば酸性凝灰岩がはさまれることを指摘し
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ている．舞鶴帯の西方延長である岡山県柵原地域では，

柵原鉱山の周辺には塩基性火山岩類の上位に酸性火砕

岩類が発達しており，しかもこれらは黄鉄鉱・磁硫鉄

鉱を主とする鉱床形成と密接に関係していることが明

らかにされている（大島・光野，1962；光野・大森，

1965；光野ほか，1975；徳山，1971）．光野・大森（1963）

は岡山県下の弱変成岩および非変成古生層には同様の

岩石がしばしばみられることを指摘している．これよ

り西方の古生界では，山口県錦町の錦層群中に淡緑色

の珪質細粒岩が挾まれており，それらが酸性凝灰岩で

あることは西村・濡木（1966）によって明らかにされ，

それ以降の錦層群に関する諸論文でも同様の取り扱い

がされてきた（たとえばTOYOHARA，1977）．西村ほ

か（1977）は，三郡一中国帯の各地のペルム系中部層
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Fig．1　Distribution　of　silicic　volcaniclastic　rocks　within　Permia’n　stra’ta

準に酸性凝灰岩が挾在することをまとめている．中国

地方の古生界を長年にわたって研究してきた長谷晃

は，各地のペルム系中にしばしば酸性凝灰岩が挾まれ

ていることを記述している（長谷，1963；長谷ほか，

1974；長谷ほか，1975）．三宅（1985）は岡山県勝山の

ペルム系に酸性凝灰岩が挾まれていることを報告して

いる．通商産業省（1968，1980，1985）や金属探鉱事

業団（1983，1984）などでは，酸性凝灰岩の岩石記載

がなされている．

　しかし，これらの酸1生火砕岩がどの様な場で形成さ

れ，どの様な意義をもっているかについては，上記の

諸論文もふくめて，これまでにほとんど論じられたこ

とはない．ペルム紀末からトリアス紀初めにかけては

秋吉造山運動（KOBAYASHI，1941；小林，1951）ある

いは本州造山運動（山下，1957；MINATO窃α1．，1965）

の時期として，それらの日本列島の構造発達史上の意

義については多くの論争があったが，酸性火砕岩がそ

れに関連して議論されたことはなかった．村上・今岡

（1980，1982）は，古生界常森層群を傾斜不整合に覆う

トリアス系上部の美祢層群中に多量に含まれている酸
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（except　calcareous　facies）in　the　Chugoku　region．Numbers　refer　to　Table1．Co規p記θd如丁．NAKA．

性火山岩礫に注目し，その後背地について論じている．

しかし，ペルム紀末の造山運動により陸化・削剥され

た陸域で酸性火山岩類が形成され，それらが礫として

もたらされたと考え，ペルム系中の酸性火砕岩との関

連についてはふれていない．いっぽう，1980年代以降

になって，内帯古生界については放散虫化石にもとづ

く層序の再検討がなされ，各地の酸性火砕岩の年代に

ついても明らかになってきた．著者らは西南日本内帯

各地のペルム系層序を放散虫化石にもとづいて研究し

てきているが，酸性火砕岩がペルム紀中世から顕著に

みられるようになることを各地で明らかにしてきた（中

ほか，1986；NAKA，1987MS；WATANABE就α1．，

1987；NAKA　and　ISHIGA，1987；NIsHIMuRA，K．and

ISHIGA，1987；西村貢一，1988MS；PILLAI，1988MS）．

舞鶴帯およびそれ以西の中国地方の古生界において，

酸性火砕岩（ほとんどは酸性凝灰岩）がこれまでに報

告されている地域を第1図と第1表に示す．また，ペ

ルム系上部には陸源砕屑岩類が各地で発達するが，そ

れらには酸性火砕岩に由来するものが多量に含まれて

いる．この両者は，島弧における一連の火山活動の産物
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Table1

徳岡隆夫・中　孝仁・西村貢一・D．D．L．PILLAI・石賀裕明

Silicic　volcaniclastic　rocks　within　Permian　strata　in　theChugoku

region（except　the　Tamba　Belt）S撹肌mα1ぎzθdl如丁．NAKA．

番号 地　　　域 地　　層　　名 記　　載　　論　　文＊ 放散虫年代＊＊ 備　　　　　　　考

○藤井・三上（1970）

1 秋吉台周辺 太田層・常森層 ○藤井（1972）

㊦●KANMERAand　SANo（1986） 8？

①西村・濡木（1966）

∈）TOYOHARA（1977） ＋　NAKA（1987MS）の区分に

2 錦町・徳山市北
錦層群下部累層＋ ①通商産業省（1981） よる．

中部累層 ●西村・磯崎（1984）＋＋ 9．10 ＋＋　酸性凝灰岩のK－Ar年
●中・石賀（1985） 10 代として213，223Maを報告．

㊦●NAK（1987MS） 10秋

3 本　　　　　郷 錦層群
㊦通商産業省（1981）

㊦▲東元ほか（1986） 9．10
①通商産業省（1981）

4 六　　日　　市 錦層群Nb層＋ ▲中・石賀（1985） 9
＋　中ほか（1986）の区分によ

士
㊦●中ほか（1986） 7，8，9，10

る．

口

飯ヶ岳・柿ノ木
〇三上（1975）

5
村周辺

飯ヶ岳層群＋ 〇三上ほか（1985） ＋　錦層群にほぼ対応する．

▲大庭（1988） 8．10

6 津　　和　　野
ペルム紀コンプレッ

NスユニットA＋
㊦●福富・磯崎（1988） 10 ＋　福富・磯崎（1988）による．

1
7 作木・羽須美 角谷層 ○吉田（1961）

8 帝釈台北部周辺
野旅山眉・前谷層

气亦J層・倉木層

○長谷・沖村（1971）

將ｷ谷ほか（1974）

錦
▲磯崎（1984）

8
●五島（1986） 8

○光野（1959）

9 阿哲台周辺 布寄層・寺内層 ○光野・大森（1963）

○▲OTOH（1987） 10

帯 10 大賀台周辺 芳井層群＋
○▲OTOH（1987）

@●佐野ほか（1987）

8？

V，　8，　9
＋　佐野ほか（1987）による．

11 勝　　　　　山 神庭層群＋
○光野・大森（1963）

〟恷O宅（1985） 7，8，9，10
十　　〇TOH（1987）による．

㊦鈴木（1982） ＋　赤色チャートを含むこ

12 志　　　　　高 下見谷層＋
●ISHIGA　and　SuzUKI（1984）

｣石賀（1986b） 6
9

とやその年代（鈴木，1982；

hsHIGAandSuzuKI，1984；石

▲Caridroit　a　al（1987） 4～10？
賀1986b）から秋吉一錦帯に

含めた．

6 津　　和　　野
ペルム紀コンプレッ

NスユニットB＋
○▲福富・磯崎（1988） 9 ＋福富・磯崎（1988）による

舞 広島市北・
○吉田（1961）

13
向　　原　　田

刈田層・八幡層 OHASE　a，nd，AIBA（1977）

▲脇田（1985） 10，11？

14 豊　　　　　栄 ○長谷（1964）

15 府中市北東 山野層群B・C層＋ ○長谷（1963） ＋　長谷ほか（1975）による．鶴
16 笠岡・福山 ○秀（1963）

17 井　原　北　方
佐原層＋

葬ﾟ層群中部層＋＋

（∋長谷ほか（1975）

寥��E杉田（1979）

宦｣石賀ほか（1988） 7

＋　長谷ほか（1975）による．

{＋　石賀ほか（1988）による．
帯

○光野（1959）

18 成　羽　南　部 黒萩層・美袋層＋ ○野瀬・余田（1966） ＋　野瀬・余田（1966）による．

O光野・杉田（1979）
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番号 地　　　域 地　　層　　名 記　　載　　論　　文＊ 放散虫年代＊＊ 備　　　　　　　考

19 御　　　　　津 舞鶴層群b層＋
○光野・杉田（1979）

@▲石賀ほか（1988） 9．10
＋　石賀ほか（1988）による．

20 旭　　川　　湖 ○原・佐々木（1966）

○光野（1959）

①光野・大森（1963）

舞
21 棚　原　周　辺 舞鶴層群棚原累層＋

○光野・大森（1965）

專ｿ山（1971）
＋　西村（1988MS）による．

㊦光野ほか（1975）

●NISHIMURAand　ISHIGA（1987） 7，　8，　9

O中沢（1961）

22 @　　　　　　呂 舞鶴層群中部層 ①通商産業省（1985）

鶴 ▲石賀（1986a） 10

①金属鉱業事業団（1983）

○長谷ほか（1983）

23 大　　屋（明延） 舞鶴層群中部層 ①金属鉱業事業団（1984）

▲石賀（1986a） 10

帯 ○鈴木（1987）

○鈴木・長谷（1981）

24 大　　　　　江 舞鶴層群中部層
●ISHIGA（1984）

｣CARIDRoITθ孟αZ．（1987）

9．10＋

V，　8
＋　10は泥岩から産出．

O鈴木（1987）

25 舞　　　　　鶴 舞鶴層群中部層
○鈴木ほか（1980）

㊦鈴木ほか（1982）

26 瀬　　　　　戸
万富層（UT－2ユニ

bト）＋
○●鈴木ほか（1988） 10＋＋

＋　鈴木ほか（1988）による．

{＋　下欄の＋と同じ．
超
　
丹

OTOKUOKAθむαZ．（1987） ＋　F：⑳α剛s－Ecんα7”θ孟ぢ

上月層（UT－3ユニ ●PILLAIa，nd　ISHIGA（1987） 10＋ 群集はISHIGA（1986）にもとづ
波 27 上　月　周　辺

ット） ▲CARIDRolTθ孟α1．（1987） 5，　8，10＋ き，E　SCんolαS眈踞帯に対応

帯 ▲OTOH（1987） 10＋ させた　　　o

28 綾部市西方 淵垣層＋ ㊦▲木村（1988） 9 ＋　木村（1988）による．

三
①光野（1959）

郡
㊦光野（1960）

変 29 津山・坪井＊＊＊
㊦MITSUNO（1963） 酸性片岩として記載されてい

成
㊦通商産業省（1980） る．

四
石

（∋季ほか（1984）

㊦橋本（1987）

＊

＊＊

＊＊＊

論文名の頭の記号は以下のことを表わす．

○　酸性火砕岩の存在を記載．

㊦　酸性火砕岩についての野外・銃下等での観察を記載．

●　酸性火砕岩から放散虫化石を報告．

▲　酸性火砕岩と整合で重なると思われる地層より放散虫化石を報告．

なお，原論文で酸性凝灰岩，流紋岩質凝灰岩，珪質凝灰岩，acidic　tuff，silicic　tuffなどと表現されているものをここでは酸

性火砕岩に含めた．

数字は以下の放散虫群集帯（ISHIGA，1986）と対応する．

6前半まで：ペルム紀古世，6後半～10前半：ペルム紀中世，10後半～12：ペルム紀新世．

1：P8ε認。α1傭IZθZZα6包1δosα帯，2：P駕一∫07㎜morphotype　I帯，3：P駕一∫oT㎜m．II帯，4：P　lo耀η孟α7♂α帯，5：P

8c！p7αめm．7ん・励・孟加7αcαめ帯，6：窺δαZZZθZZαsぢη％α孟α帯，7：P　sp．C帯，8：P　g♂oδ・8α帯，9：F・ll蜘。財ll％s規・襯。αη疏包s

帯，10：E　sc加1αs孟δcαs帯，11：NθoαZδα沼θZlαop孟ぎ㎜帯，12：瓦07∫孟ん。／07禰s帯．

津山・坪井付近の略三郡変成岩”は早坂ほか（1987）の分類によれば，八東変成岩にあたる，泥質・砂質片岩から放射年代と

してほぼ180Maの値が報告されている（柴田・西村，1983）．
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によるものであろう，というのが我々の作業仮説である．

　水底堆i磧の酸性火砕岩類についての研究はタ陸域に

比べると著しく少なく（FISKEandMATsuDA，1964；

MUTTI，1965；田中，1965；松田・中村，1970；YA－

MADA，1984；橋本ほか，1976；NIEM，1977；GARRI－

soNε孟α1．，1979；SIGuRDssoNααム，19801FIsHER，

1984；LEITcH，1981；徳岡ほか，1981；KoKELAAR

αα1．，1985；WATKINS，1985；HOWELLθ孟α1．，1986

など），それらの産状を詳しく記述することは意義ある

ものといえる．また，PETTIJOHN（1975）やFISHER

andScHMINKE（1984）が指摘するように，火山岩類

に由来するepiclastic　rocksについては，量的にも砕

屑岩類のなかで重要であるにもかかわらず，これまでに

詳しい記述はなされていない．西南日本内帯古生界に

はこれについての豊富な素材がある．これらについての

記述を逐次行い，上記の作業仮説を検証するのが本シ

リーズの目的である．これまでに，島根大学理学部地

質学教室の卒業論文，修士論文あるいは共同研究とし

て，島根県鹿足郡六日市町，山口県玖珂郡錦町周辺，

岡山県久米郡柵原町から兵庫県宍栗郡佐用町にかけて

の中・古生界とくにペルム系について研究を行ってき

た．それらの成果にもとづいて酸性火砕岩類の記述を
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西南日本内帯のペルム紀酸性火砕岩類（その1） 55

＿A

10m

5

0

T
ms　wi　th　1－2cm，rarel　y

bedded　tuff

A

10－20cm

ms　wi　th　1－2cm　bedded　tuff

ms　w　i　t　h

t　u　f　f

1－2cm　i　rreg、bedded

l
B
ms　wi　th　1－2cm，rarely
bedded　tuff

ms　w　i　t　h

t　u　f　f

5－8cm

1cm　i　r　reg、bedded

mS　wi　th　l　ent　iCu　I　ar
　　　　　　　　　t　u　f　f

ms　wi　th　i　rreg．tuff

　than　lcm　th　ick

l　e　S　S

100cm

50

0

＼

＼

、＼

lN3　1am
b　l　k　ms

N7
c　r　ys　ta　I

v　i　t　r　i　c

t　u　f　f

＼

5GY8／2

ms（N5）wi　th　i　rreg．
spot　ted　t　u　f　f（5GY8／2）

5GY8／2　c　r　y　s　t　a　l　v　i　t　r　i　c　t　u　f　f

graded
6㎜tuff，graded，white－
ye　l　I　owi　sh

5GY7／2　f．t　u　f　f，g　raded

5GY7／2　f．t　u　f　f，g　r　aded

Fig．4 Occurrence　of　silicic　tuffs　in　the　Shimega，wa　area（Zθ∫孟）and　their　bed－

by＿bed　measurement　a，nd　description（7ぎgh孟）at　A　and　B　horizones．Atta－

ched　bars　at　right　of　A　and　B　columns　indicate　detailed　observa，tion　on

collected　specimens．



56 徳岡隆夫・中　孝仁・西村貢一・D．D．L．PILLAI・石賀裕明

行う．なお，これらのほとんど大部分は酸性凝灰岩な

ので，支障のないかぎりこう呼ぶことにする．また，

用語はSCHMID（1981）に従う．

　謝辞　本研究を進めるにあたり北海道大学渡辺暉夫

助教授（前島根大学），島根大学三宅康幸助教授には色

色と御教示いただいた．本研究の一部には文部省科学

研究費補助金（一般C，62540582，代表　徳岡隆夫）

を使用した．記してお礼申し上げます．

2．各地の火砕岩の記載

　A　島根県六日市町地域

　地質の記載は中ほか（1986）にもとづく（第2，3
　　　ごうち　　　こごうち
図）．河内川・小河内川流域の東西5km，南北5kmの

錦層群は下位よりチャートを主とするNa層（層厚80－

100m，小河内川では120m以上），泥岩を主とするNb

層（100－200m），砂岩を主とするNc層（500－1，000

m）に区分される．これらの地層の年代は放散虫化石

にもとづけば，ペルム紀中世からペルム紀新世におよ

ぶ．Nb層はひんぱんに酸性凝灰岩を挾む．酸性凝灰岩

は，黄灰色から灰白色を呈し，ほとんどは5cm以下の

厚さであるが，1mに達するものもある．しばしば泥

岩と互層し，厚さ5－15cmの灰黒色泥岩と厚さ3－10

cmの酸性凝灰岩が規則的に重なる特徴的な岩相をもつ

ところから，“トラジマ”と呼んでいる．この岩石は級

化構造が観察されることがあり，凝灰岩から泥岩への

移行部にはしばしばFollぎC鷹㍑ll麗属などの放散虫化石

か密集している．“トラジマ”は河内の河内川河床で好露

出し，コウラ谷の奥や小河内川周辺などにも分布する．

　河内川河床での“トラジマ”の産状について述べる．

ルートマップを第3図に示す．第2図の注連川（Shi－

megawa）の地点にあたり，酸性凝灰岩と泥岩の互層が

厚さ40mで露出している（第4図）．

　酸性凝灰岩は単層の厚さ1cm以下から，ときに10

cm以上で泥岩と互層している．露頭が主に水底下のた

めに観察が十分でないが，露頭やサンプルの切断面で

の観察によると，泥岩層中にやや不規則な形で成層す

る場合が多い．下位の泥岩とは明瞭な境界をもって接

し，上位の泥岩に漸移するものが認められる．単層に

は塊状を呈するものが多いが，級化構造が肉眼的に観

察されるものもある．凝灰岩単層の多くは白色一灰白

色，まれに淡緑青色を呈する．

　鏡下の観察では，級化している単層では下部に比較

的石英・長石などの結晶破片や同質岩片（10％以下〉

が多く，上位に脱ハりしたガラス片が多くなり，泥岩

に移化している．とくに泥岩への移行部ではglass

shardsが認められ，bubble　wallの破壊した形態が残

されていることがある．また凝灰岩には炭質細片が散

在していることがある．

　以上のことから，本地域の酸性凝灰岩は比較的深い

海域に陸上噴出の火砕物質が直接あるいは二次的にタ

ービダイトとしてもたらされ堆積したか，あるいはそ

れらがさらに再堆積したものであると考えられる．

　B　山口県錦町地域

　本地域（第2図参照）の錦層群中にしばしば挾有さ

れる淡緑色一淡緑灰色の細粒緻密な岩石が酸性凝灰岩

であることは西村・濡木（1966）によって明らかにさ

れ，錦層群の特徴の1つであるとされてきた．これに

ついては西村（1986）のまとめがある．ペルム紀放散

虫化石はしばしばこれらの酸性凝灰岩中から発見され

ている（西村・磯崎，1984；西村ほか，1985；中・石

賀，1985；NAKA，1987MS）．また，錦川ぞいの酸性

凝灰岩についてはK－Ar全岩年代として223Maと212

Maがえられている（西村・磯崎，1984）．

　錦層群について，以下にNAKA（1987MS）にもと

づいてのべる．錦層群は下位より主に砂岩泥岩互層か

らなる下部累層（層厚280m以上），酸性凝灰岩からな

る中部累層（層厚150m＋），砂岩泥岩互層・砂岩・礫岩

からなる上部累層（層厚820m以上）に区分される．酸

性凝灰岩は中部累層のほか，下部累層中に泥岩と互層

をなして50m以下の厚さで1－2層準挾有される．チ

ャート・赤色泥岩・ハイアロクラスタイトのオリスト

リスが酸性凝灰岩，酸性凝灰岩と泥岩の互層中に含ま

れている．放散虫化石は酸性凝灰岩及びこれらと互層

する泥岩から産し，酸性凝灰岩がペルム紀中世後期か

ら新世前期にわたることを示す．なお，オリストリス

として含まれるチャートからはおそらくペルム紀中世

前期をしめす放散虫化石がえられている．中部累層の
　　　　　　　ひさげ　　　　　　　　　　くらたにばし　　　　　　き　じゃ
酸性凝灰岩は，日下の錦川河床（倉谷橋付近），木地屋
　きだにがわ
の木谷川河床（通称赤滝付近）で，また，下部累層の
　　　　　　　　　　おくばたがわ
酸性凝灰岩泥岩互層は奥畑川上流流域で典型的な岩相

が観察される．

　倉谷橋付近の錦川河床

　倉谷橋の北（錦町側）および南（徳山市側）の河床

には約1kmの長さにわたって中部累層の酸性凝灰岩と

上部累層の砂岩泥岩互層・砂岩・礫岩の好露出がある
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（第5図a，b）．両者はいくつかの断層によりくり返し

分布している．倉谷橋の北方では長径12mの赤色チャ

ートのオリストリスが酸性凝灰岩中に含まれている（第

5図bの1328地点）．

　酸性凝灰岩は倉谷橋の北で露頭幅約200mにわたっ

て露出する（露頭欠如40mを含む）．これより北方に

も両岸に約100mの酸性凝灰岩の露頭がある．倉谷橋

の南ではそれぞれ約50m，約300mの酸性凝灰岩のほ

ぼ連続した露頭がある．酸性凝灰岩は，まれに泥岩層

と互層をなすが，泥岩層をほとんど挾まずに成層して

いることが多い．

　酸性凝灰岩は単層の厚さ3－5cmときに10cmで，

よく成層している．主に半透明の淡緑色を呈するが，

緑色・青灰色・灰色を呈する部分もある．単層内では

下半部が淡緑色で上位に向い漸移的に灰色を呈する部
　　　　　　　　　　　　■←
分に移化する．粒度は単層の下部で極細粒～細粒，ご

くまれに中粒，上部はシルト～泥で，明瞭な級化を示

すことが多い．平行葉理もみられる．凝灰質泥岩と互

層する部分では淡緑色の凝灰質部から灰白色の泥質部

（火山ガラスを含む）へと漸移するのが観察される．

　研磨面および鏡下での観察例を以下に示す．

瓦1364（Plate　Id）：単層の厚さ6cmで，下位の黒色

　泥岩にシャープな境界で接し，上位の泥岩とは漸移

　する．下半部では顕著な級化をなし，上半部では弱

　い平行葉理をなす．下半部は粗粒の含軽石結晶凝灰

　岩からなるが，変質が著しい．上半部はもともとが

　下半部に比べるとより細粒の結晶・ガラス質凝灰岩

　からなり，軽石片や結晶破片を含むが，全般に変質

　が著しい．炭質片は全体にわたって散点的に含まれ

　ている
　　　　●

瓦エ360：単層の厚さ2～5cm，まれに10数cmの

　凝灰岩層が泥岩と互層をなし，全体としてスラン

　プ褶曲している．この単層の厚さは13cmで，下

　位の泥岩とはシャープな境界で接し，この単層の

　上位では厚さ2～5cmの凝灰質部と泥質部が互層を

　なしている．単層は下半部は塊状で弱い級化をなし，

　上半部では弱い平行葉理が観察される．鏡下では，

　変質しているので全体に細粒にみえるが，軽石や粗

　粒のガラス片を多く含む結晶凝灰岩である．

瓦1359B（Plate　Ia，b，c）：厚さ数cmの暗緑色凝灰部

　と暗灰色泥質凝灰岩の互層で，Plate　Iaでは後者が

　明瞭な境界をもって前者に重なっており，全体として級

　化している．その下半部は粗粒の含軽石結晶凝灰岩で

　（Plate　Ic），上位にむかって次第にガラス質凝灰岩

　に移化している（Plate　Ib）．泥質凝灰岩の部分には

　多量の粗粒なガラス片と結晶破片が含まれている．

侃2526（Plate　Ie，f）：単層の厚さ3．5cmで，灰色

　の凝灰質泥岩を明瞭な境界をもっておおう．上位は

　灰色の凝灰質泥岩に漸移する．最下部の厚さ3～5mm

　の部分は結晶・軽石片を含む粗粒なガラス質凝灰岩か

　らなる．単層の大部分は粗粒のガラス質凝灰岩で，

　glass　shardsがよく保存されている（Plate　H）．

　木地屋の木谷川河床（赤滝）

　赤滝では上部累層をなす砂岩層の上位に構造的に不

連続な関係をもって露頭幅200mにわたって中部累層

の酸性凝灰岩と赤色チャート・亦色泥岩が露出する（第

6図）．赤色チャート・赤色泥岩は酸性凝灰岩中のオリ

ストリスであり，両者とも放散虫化石を産する．

　酸性凝灰岩は淡緑色，灰白色，灰緑色，灰色を呈す

る．一般に野外では層理面は明瞭でないが，10cm以

下の厚さで成層している．灰白色・灰緑色を呈するも

のには塊状に見えるものがあるが，研磨面で観察する

と葉理が発達している．層理・葉理は無数の小断層に

よって乱されていることが多い．単層内では下半部が

灰緑色を呈し，上部に向かうにつれ漸移的に淡緑色に

移化する．上部に薄く泥岩が挾まれることもある．

　鏡下での観察によると，凝灰岩は粗粒で，まれに結

晶・軽石片を含むが，ほとんどはもともとガラス質で

あったと判定される．変質が著しく，もとの組織は残

されていないが，まれにglass　shardsが認められる部

分がある．本地域の凝灰岩は上記の倉谷橋のものとほ

ぼ同様のものである．

　奥畑川中流の支沢（中村南方）

　この付近には下部累層をなす砂岩泥岩互層と酸性凝

灰岩泥岩互層，中部累層をなす酸性凝灰岩とこれにオ

リストリスとして含まれるチャートが分布している．

奥細川にそそぐ支沢（第2図のNakamura地点）では

露頭幅約50rnにわたって下部累層に属する酸性凝灰岩

と凝灰質泥岩の互層が分布している．酸性凝灰岩は灰

白色や淡緑色を示し，！～2cm，まれに10cmの厚さ

をもつ．凝灰質泥岩は灰色，黒灰色で，2～5cmの厚

さをもつ．両岩は有律的な互層を示すことは少なく，

不規則に入りこんでいる．この地点から放散虫が産出

するが，年代決定に有効なものは得られていない．

　代表的なサンプルの研磨面での観察によると，数cm

の厚さの凝灰岩単層の下面はシャープな境界をもって
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泥岩に重なるが，上位では泥岩に漸移している．内部

堆積構造はほとんど認められない．

　倉谷橋および木谷川の酸性凝灰岩は数10mから約100

mの厚さをもち，数cmから10cm以下の厚さで成層

している．それらの間には泥岩層をほとんどはさまず

に，まれにはさむ場合でも火山ガラス片を多く含む凝

灰質な泥岩である．凝灰岩層の上部の泥質部や上位に

重なる泥岩層中には放散虫化石がしばしば含まれてい

ること，および凝灰岩中にチャートのオリストリスを

含むことも考えあわせると，陸域から深海底にまで運

びこまれた凝灰質物質が再移動して堆積したものと推

定される．奥畑川の場合は前述の六日市の場合ど同様，

直接タービダイトとして運びこまれたものであろう．

　C　岡山県柵原地域

　本地域の古生界については，光野・大森（1965）の
　　　　　すさい
5万分の1周匝図幅，光野ほか（1975）をはじめとす

る多くの研究がある．これらでは流紋岩質火砕岩類な
　やなはら
どが柵原鉱床の形成と密接に関係していることが明ら

かにされており，また，それらの岩石学的な記載がな

されている．ここでは層序について西村貢一（1988MS）

にもとづいてのべる．柵原東方東西約10km，南北約

15kmの範囲に広く分布する舞鶴層群は主に黒色泥岩

よりなり，砂岩および酸性火砕岩を挾有する．下位よ
　　　　　　こ　せ
り柵原累層・巨勢累層に区分され，その各々につき2
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　　　　　　　つえだに　　　　　きちがはら　　　　　やだに　　　　　かい
部層，下位より杖谷部層・吉ヶ原部層，矢谷部層・海
だ

田部層に区分され，その年代は放散虫化石にもとづけ

ばペルム紀中世後期からペルム紀新世におよぶ．酸性

凝灰岩は主に吉ヶ原部層に含まれ，その厚さは西部で

厚く，粗粒のものも多く，東部では薄くなる．

　美作町中河内西方

　NNW－SSE走向で西南西へ60度傾斜する同斜構

造をなして吉ヶ原部層が分布しており，黒色泥岩中に

10cmから数10cmの厚さで酸性火砕岩が挾まれてい

る．中河内の西南西600mの林道沿いでは粗粒の含軽

石結晶凝灰岩（一部はlapilli　tuff），粗粒のガラス質

凝灰岩が泥岩中に挾まれている（第7図a）．

　矢谷林道

　吉ヶ原東方の矢谷林道奥では酸性火砕岩が好露出し

ている．この付近は南北方向の軸をもつ背斜構造の東

翼に位置し，酸性火砕岩，酸性火砕岩泥岩互層が黒色

泥岩約600mにわたって連続して露出する（第7図b）．

このルートの珪質黒色泥岩からはペルム紀中世中期の

放散虫群集が報告されている（NISHIMURA　and　ISHIGA，

1987）．ここでみられる吉ヶ原部層の上位には矢谷部層

の塊状黒色泥岩が整合に重なる．ここではNW－SE

方向で南落ち急傾斜の断層で2つのブロックにわけら

れる．南側のAブロックでは青灰色で塊状，粗粒の含

軽石結晶凝灰岩（厚さ約10m，一部は1apilli　tuff）の

上位に，まれにうすい泥岩を挾む淡緑色あるいは灰白’

色ないし灰色の粗粒なガラス質凝灰岩が約90mの厚

さで重なる．泥岩と互層するところでは級化層理がみ

られる．北側のBブロックでは同様の色調を呈するガ

ラス質結晶凝灰岩，ガラス質凝灰岩および珪質泥岩が

互層している．珪質泥岩にはガラス質凝灰岩の薄層が

まれに挾まれている．

　研磨面及び鏡下での観察例についてのべる．

中河内西方．F505（PlateIla～f）：青灰色ないし青暗

　灰色で塊状粗粒の含軽石結晶凝灰岩である（Plate

　Ila）．単層の厚さは11．5mである．鏡下では結晶破

　片のほか，軽石片や脱ハりしたガラス片がよくみと

　められる（Plate　IIb，c，d）．陸上植物に起因する

　と考えられる炭質破片（Plate　II　e）や玄武岩質，そ

　の他の異質破片（Plate　IH）も含まれている．

矢谷林道F504（Plate　Ilg）：前述のF505とほとんし

　ど同じである．青灰色ないし青暗灰色で塊状の粗粒

　含軽石結晶凝灰岩である．厚さは約10mである．

矢谷林道F431（Plate　III）：数mmから1cmの厚さ

　で灰白色の凝灰岩と灰色の凝灰岩ないし灰黒色の凝

　灰質泥岩が縞状の互層をなしている．粗粒のガラス

　質結晶凝灰岩（PlateIIlg）および細かい縞状部は

　結晶・軽石片を含む部分とそれらをほとんど含まな

　い部分からなっていて，全体としてガラス質凝灰岩

　であり，glassshardsがみとめられる（PlateIIIf）．

　PIate　IIIeのa～d部は粗粒～中粒の結晶・軽石片を

　多く含む粗粒の凝灰岩で，軽石片（Plate　IIIa），溶

　食された石英（Plate　IIlc，d），glass　shardsをよく

　保存した火山岩片（Plate　IIlb，c，d）などが含まれ

　ている．その上位の縞状細互層は主にガラス質凝灰

　岩からなり，結晶・軽石片を含む部分をラミチ状に

　はさんでいる．全体にわたって変質をうけているが

　凝灰岩の組織がよく保存されている例である．

柵原鉱山東F5336（PlateIlh）：暗灰色で塊状の数m

　以上の厚さの層をなす．最大1cmまでの細粒のガラ

　ス質凝灰岩ないしは泥質凝灰岩を不規則な形で含む

　凝灰角礫岩である．境下では結晶・軽石片や脱ハリ

　したガラスからなり，泥質片や異質岩片を含む．

　本地域の酸性凝灰岩のうち，粗粒のものには火山ガ

ラスとともに炭質片が多く含まれていることから，陸

上噴火によるものであることは明らかである．これら

が塊状で10m以上の厚層をなすことは，debris　f1・w

として陸域から直接運ばれて堆積したことを示唆する．

多くの類質岩片やごくまれに含まれる異質岩片は陸上

での運搬の過程でとりこまれたものと考えられる．粗

粒のガラス質凝灰岩はこれらに伴って産出することか

ら，ガラス質部分のみが再堆積したものであろう．

　D　上月地域

　上月一龍野帯（猪木・後藤，1981）は上部古生界の

上月層，龍野層群および夜久野岩類からなる（猪木・

弘原海，1980；後藤，1986）．龍野層群は岩相や産出化

石内容から舞鶴層群に対比される．いっぽう，上月層

は舞鶴層群とは異なる岩相，地質構造，年代分布範囲

をもち，最近，超丹波帯の構成岩類（UT3）であると

された（ISHIGA，1987）．

　上月層は著しく片状化した黒色泥岩を主とし，上部

石炭系石灰岩を含む緑色岩，赤色チャート，酸性凝灰

岩およびダイアミクタイトを挾在する．上月層は放散

虫化石にもとづけば，ペルム紀最古世の層状チャート，

ペルム紀中世から新世前期にいたる砕屑岩を含む（後
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藤・堀，1985；OToH，1987）．超丹波帯に特徴的なペル

ム紀新世の放散虫群集F・llぎCπCπll％86ゆα7醗財8一丑

。加7∂顔群集の産出も報告されている（PILLAI　and

IsHIGA，1987）．PILLAI（1988MS）は上月層には2

つの岩相が識別されることを明らかにした．1つは主

にスピライト質岩，枕状溶岩，ハイアロクラスタイト

からなり，チャート・石灰岩を伴うvolcanic　suite（石

炭紀からペルム紀古世）で，もう1つは黒色頁岩，砂

質頁岩1ダイアミクタイト（含礫泥岩）および酸性凝

灰岩からなるclastic　suiteで，ペルム紀中世～新世の

放散虫化石を含んでいる．石堂南の林道にみられる酸

性凝灰岩にはglass　shardsをよく保存したものが認め

られている．

　石堂奥の林道ぞいの酸性凝灰岩

　石堂の南500mの西へ入る林道ではおもに酸性凝灰

岩からなる地層が分布している．ルートマップ・柱状

図を第8図に示す．林道入口からA地点までには主に
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south　of　Ishid．o

col　lected
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緑色岩類と泥岩およびチャートからなるvolcanic　suite

が分布しており，上記とは破砕帯で接する．B地点の

北には灰色のチャートおよび頁岩が分布しており，同

様に断層で接している．酸性凝灰岩については露頭で

の肉眼的な岩石鑑定や堆積構造の認定がかなり困難な

ことから，ほぼ一定間隔でサンプリングし，それらを

切断面およびいくつかについては鏡下での観察をおこ

なった。ほとんどは塊状で緻密なガラス質凝灰岩様

岩石からなり，泥岩の薄層と不規則に互層している。

全体の層厚は38mで，明瞭な層理はみとめられない．

ガラス質凝灰岩は泥岩と互層をなしており，また凝灰

岩中にも平行葉理やスランプ構造がみられる（Plate

lV，f，g）．BedNo．113d，eでは，厚さ数cmの粗粒

の結晶質凝灰岩が挾在しており，紙化をなしているの

が観察される（Plate　IV　a）．これらの岩石は全体に著

しくせん断されていて，もとの堆積構造は二次的に乱

されている．

　研磨面及び鏡下での観察例について述べる．

DP1136（2095A）淡緑色ないし灰色の粗粒ガラス質

　凝灰岩である（PlateIVe）．灰色のやや泥質部で

　はglass　shardがよく保存されている．

Z）P113d（2095b）淡緑色で厚さ2cmの酸性凝灰岩

　で，級化構造が認められる（PlateIVa～d）．全体

　に変質が著しい．下部では粗粒の結晶・軽石質凝

　岩（Plate　IV　d）で，上位に次第にガラス質凝灰岩へ

　と移化する（Plate　IV　c）．さらに上位の泥質部では

　粗粒のガラス片が散在しており，glass　shardsがよ

　く保存されている（Plate　IV　b）．炭質片が全体的に1

　散点的に含まれている．

1）P刀7：結晶・ガラス質凝灰岩からなる．全体にやや

　泥質でglass　shardが保存されている．球形の放散

　虫化石もふくまれている．

　本地域の酸性凝灰岩はほとんど大部分が粗粒のガラ

ス質凝灰岩からなり，しかも泥岩層をほとんど挾まず

に厚く成層していること，さらに炭質片をわずかに含

むことなどから考えると，陸域から深海底にまで運び

こまれた凝灰質物質が再移動して堆積したものと推定

される．
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Explanation　of　Plates

Piate　I

　　Silicic　tuff　of　the　Nishiki　Group　at　the　Kurataniba，shi　area

　　（Loc．see　text－figure5）

　　a：Typical　gra，ded　bed　of　silicic　tuff（sp．N1359B）

　　b：Photomicrograph　of　the　upper　part　of　the　graded　bed　of　sp．N1359B．

　　　　　　Altered　vitric　tuff．

　　c：Photomicrograph　of　the　lower　pa，rt　of　the　graded　bed　of　sp．N1359B．

　　　　　　Altered　crystal　vitric　tuff．

　　d：Typicεむl　gra，ded　bed　of　silicic　tuff（sp．N1364）．

　　　　　　Altered　crystal　vitric　to　vitric　tuff．

　　e：Typical　graded　bed　of　silicic　tuff（sp．N252b）．

　　　　　　Vitric　tuff．

　　f：Photomicrograph　of　sp．N252b．Glass　shards　are　well　preserved．

Plate　II

　　Silicic　coarse　tuff（or　partly　lapilli　tuff）of　the　Maizuru　Group　at　the　locality　east

　　of　the　Yanahara　Mine　and　the　Yatani　path（Loc．see　text－figure7）

　　a：coarse　tuff（sp．F．505，Loc．East　of　the　Yanahara　Mine，Nakagouchi，

　　　　　　Mimasaka－cho）

b

C
de
’
T
9h

．Photomicrograph　of　sp．F．505．Glass　shards　are　we1レpreserved．

：o』p．c琵．Glass　shards　and　a　pumice　grain　are　well－preserved．

：・μc琵．（nic・lscr・ssed）

：Photomicrograph　of　sp．F．505．A　coaly　fragment　in　crystal　tuff．

：Photomicrophaph　of　sp．F．505．An　accidenta，1basaltic　fragment　in　crystal　tuff．

：Coarse　or　lapilli　tuff　of　sp．F．504at　the　Ya，tani　path

　（Loc』see　text－figure7）．

：Reworked　tuff＿breccia　of　sp．F．533b

　（Loc．is　east　of　Yanahara　Mine）

Plate　III

　　Silicic　tuff　of　the　Maizuru　Group　at　the　Yatani　path

　　（Loc．　see　text－figure7）

　　a：Photomicrograph　of　a　pumice　gra，in　in　sp．F431．

　　b：Photomicrograph　of　a，pumice（glassy）grain　in　sp．F．431．

　　c：Photomicrograph　of　pumice　bearing　crystal　tuff　of　sp。F．431．

　　　　　　Corroded　juvenile　quartz　grain　a，nd　well－preserved　glass　shards．

d

e
’
†
9

．・P．c琵．（nic・lscr・ssed）

：Graded　and　paralle1－1aminated　silicic　tuff

：Photomicrograph　of　vitric　tuff　pa，rt　of　sp．

：Photomicrograph　of　crysta，l　tuff　part　of　sp．

（sp．F．431）

F．431．

F．431
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Plate　IV

　　Silicic　tuff　of　the　Kozuki　Groupat　the　path　southof　Ishido

　　（Loc．see　text－figure8）

　　a：graded　bed　of　crystal　vitric　tuff　intercalated　in　vitric　tuff　or　tuffa，ceous　mudstone．

　　　　　　（sp．DP113d＝DP2095B）

b：Glass　shards　preserved　in　tuffaceous　muddy　part　of　sp．DP113d．

　　：Glass　shards　inthe　upper　part　of　the　gra，dedbedof　sp．DP113d．

　　：Crystal　richpart（highlyaltered）ofthe　gradedbedof　sp．DP113d．

　　：Vitric　tuff　of　sp．DP113b（DP2095A）．

　　：Polished　specimen　of　laminated　vitric　tuff　of　sp．DP．115．

g：Poloshed　specimen　of　laminated　vitric　tuff　of　sp．DP．116．

C

d

e

f
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Plate　II
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Plate　III
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